






はじめに 

多胎妊娠の周産期死亡率は単胎に比べて著しく高いが,その主たる原因は早産未熟児の出

生にある。従って多胎妊娠における管理の要点は,いかに早産を予防するかということであ

り,この点について当教室では,従来,妊娠後期における予防的安静入院と,isoxsuprine を

中心とした子宮収縮抑制剤による治療を行なってきた。その結果,在胎期間は延長し,新生

児管理の向上の寄与もあって,妊娠 30 週以後に発症した切迫早産例では,周産期死亡率は

単胎例と同程度にまで低下した。しかし妊娠 30 週未満で発症した例では,治療が効を奏さ

ずに児が未熟のまま分娩となり,周産期死亡となる例が多く,その取り扱いが多胎妊娠管理

上の課題として残っていた。 

さて当教室では1981年より,selective β2-stim-ulantであるritodrineを切迫早産治療

に用い,その強力な子宮収縮抑制効果を確認しているが,上記問題の解決の一策として多胎

妊娠にも使用したため,その成績を従来の治療と比較しながら報告する。 


